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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 幕府を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上本号) 
3 . 変化の気づき 
4 . 常識への疑い 
5 . 再生あるいは没落 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
1 . 革新局面前期＝動乱期後期 〔春〕 
2 . 革新局面後期 〔夏〕 
3 . 保守局面前期 〔秋〕 
4 . 保守局面後期＝動乱期前期 〔冬〕 
Ⅲ. 江戸時代の意味するもの 
おわりに 









していた古代ローマ帝国はすでに無く,  7 つの
海を支配した大英帝国も今や昔日の面影はない｡ 
GM や JAL の栄光と没落は多くの人の知るとこ
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秩序が次第に確立され, それにともない組織
が成長し繁栄するほどに, そうした資源がより





























が世にある限り, それは必ず収束する (この場合,  
 
 



























しての武力と人々の期待を中心に金, 物, 人, 
といった資源の実態とそれに対応した江戸時代
の盛衰をフォローしてみよう｡ 











天正14年 (1586)  5 月15日に, 定礎式と地鎮祭
を行ったが, 秀吉が普請の衆に振る舞うための
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工, 鍛冶, 石切, 屋根葺きなどの職人が, 始め












残念なことに, この大仏, 完成の翌年, 開眼
供養も終わらないうちに地震で倒壊してしまっ











秀吉は天正16年 (1588)  7 月全国の大名・領主
に対して ｢刀狩令｣ を発令した｡ 刀狩令は 3 カ
条からなっている｡ 
その第 1 条は ｢諸国の百姓ら, 刀, 脇差, 弓, 
鑓, 鉄砲, そのほか武具のたぐい, 所持をかた
く禁止する｣ と, 百姓が一切の武器を所有する
ことを禁止するむねを, 単純明快に命じている｡ 
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吉は, まず明智光秀を撃ち, 返す刀で, 他の武
将との戦いを制し, 信長の後継者の地位を確保
した｡ 続いて足元の紀伊半島の制圧に乗りだし






もあった根来寺 (ねごろじ) では山内 2 千余坊
といわれた坊舎のほとんどを焼き尽くして制圧
した｡ こうして紀伊半島の抵抗勢力はことごと
く制圧されたが, この戦いで秀吉軍は 1 万人あ
まりの戦死者をだし, 一揆側の犠牲者は 1 万 5 
千人に達したといわれている｡ いかに一揆側の
反撃が強力であったかを物語るものであろう｡ 







る｣ として, 53人の首謀者の首を切り, ｢百姓は
以後, 弓, 鑓, 鉄砲, 刀等をすてて, 鋤, 鍬等農










とは, 鉄砲, 槍, 刀, 脇差, などであるが, なか































武装した武士と, 刀をもたない百姓 (農工商) 





































































































しがった｡ (藤野保 『徳川幕閣』 中公新書1965) 
家康には, 三河地方で何代にもわたって育ん
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の中に大久保忠世 (ただよ) と忠佐 (ただすけ) 
の兄弟もいた｡ 特に兄の忠世は武勇に優れたの
みならず, 部下思いの名将であった｡ 







































































































例えば, 彦左衛門は, つねに 3 尺 6 寸の長刀
を差していたが, 殿中ではいかにも邪魔であっ
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譜代門閥と側用人 













































































棄捐 (きえん) 令であった｡ 
ここで, 前節で検討した江戸時代の常識を思
い出してみたい｡ 



















だが, こうして寛政の改革は 7 年間で挫折し, 
定信は白河へと帰っていった｡ 
江戸時代を通じて, 三大改革と呼ばれる, 享
保, 寛政, 天保の改革があるが, いずれも時代
の環境の変化にあわせて, 常識の変更を目指し
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の資源と期待という無形の資源との関連で見て
きた｡ 次に, 幕府はこうした権力によってどの





1 . 幕府直轄領 
2 . 貿易の独占 
3 . 主要鉱山の直轄 











関東から中部, 関西の主要部は, 親藩, 譜代
大名で押さえたのである｡ 幕府成立後もいろい
ろ理由をつけて改易, 転封を進め, 最終的には, 
全国3,000万石のうち徳川一門で, 750万石を取





























でも同様で, 各地の農民は, 米以外にも競って, 



























































































































































の茶々 (淀君) を迎えてからである｡ しかも, 












































 9 代将軍家重は, 生来病弱で言語不明瞭のた
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王と呼ばれた, 酒井忠次, 本多忠勝, 榊原康政, 
そして新参譜代の井伊直政であった｡ 先ず, 酒
井忠次は天正16年 (1588) に長男家次に家督を















































































津軍を追撃したため負傷し, それがもとで 2 年
後に死亡した｡ このため, 城普請はそのあとを
継いだ直孝の手によって行われた｡ 普請は家康
の直接の指示によって, 江戸から普請奉行が 3 


















は42歳で倒れた｡ だが,  2 代目直孝も直政の志
をつぎ, 武勇, 政治的判断力ともにすぐれ, 大
坂夏の陣で大活躍し, 家康から ｢日本の一番武
辺｣ と褒められ, その後の井伊家の性格を決定
づけた｡ さらに幕閣の中でも重鎮として 2 代,  3 






があり, 260年の間,  5 人の藩主が大老の職につ
いている｡ これは大老職全体の半数を占めてい
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 5 代将軍綱吉が将軍職を継いだとき, 御三家, 
老中などが集まった席で, 由比正雪の乱が話題













































1 . 日米修好通商条約の調印 
2 . 安政の大獄 
3 . 桜田門外の変 
まず, 第 1 の日米修好通商条約の調印は, 直
弼が大老に就任して,  2 ヶ月目であり, アメリ
カの武力を背景とした強引な圧力の前にすでに
避けられない既定のスケジュールであったとい
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戸を震源地とする尊王攘夷の勢力を一網打尽に
したのである｡ 百名を超える者が検挙, 処分さ








この時期, 時代の主導権を握ったのは, 薩摩, 












































































クに利用され, 消費された金, 物, 人といった
資源の変遷の過程を検討してきた｡ このことか
ら, 江戸時代の成長と衰退の歴史はおおよそ, 
図 2 のようになるのではないか｡ 





















図 2 江戸時代の成長と衰退 
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は, 本稿第Ⅱ章, 江戸時代の春夏秋冬, で論じ
るつもりである)｡  
まだある｡ ｢芸術はその時々の世相を映し出
す｣ とはよく言われ, その通りであろう｡ しか
し, そこで言われている ｢世相｣ とは時の流れ, 
傾向, 勢い, さらにズバリ言えば, ｢組織の盛
衰｣ のことではないかと, この図は示唆してい
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